
平成２５年度 技術・家庭科（技術分野）【２年】年間指導計画

指導の重点

自然エネルギーの利用と変換のしくみを理解し、またそれに関わる製品の製作を通して、エネルギーを有効利用する力と態度を育てる

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 評価方法

生活や技術への 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術につ

関心･意欲･態度 創造する能力 いての知識･理解

４ ・エネルギーの変換 ・電気の基本事項の理解 ・毎回の授業道 ・記録紙やプリ ・回路計のしく ・自然界のエネ

Ｂ と利用 ・資源･エネルギーの活用 具を準備し、の ントを整理し、 みを理解し、適 ルギーを利用し

エ ・発電の具体的方法の理解 記録や感想をき 個人ノートを完 切な使い方がで て電気を発電し

ネ ちんと管理して 成させることが きる ていることを理 授業観察

５ ル ・電気エネルギーの ・電気を熱･光･動力に変え いる できる 解できる

ギ 利用 るしくみ ・製作において 持ち物

変 ・身の回りのエ ・身の回りにあ 適切な部品の点 ・発電方法（火

換 ・照明器具のしくみ ・蛍光灯･白熱電球･ＬＥＤ ネルギーに関心 るいろいろな機 検･検査ができ 力･原子力･水 作図

に 電球のちがい を持ち、エネル 器に関心を持 る 力）を理解でき

関 ・白熱電球の実験 ギーの変換方法 ち、安全に使用 る ノート

す やその利用につ するための工夫 ・部品の取り付

６ る ・電気回路のしくみ ・電気回路の構成 いて意欲的に取 ができている けはんだづけが ・電気に関する ワークシート

技 ・交流電源と直流電源 り組めている 正確にできる 基本知識を理解

術 ・製作実習で工 できる 作業観察

・電気回路のくふう ・回路図と実体図の違い ・生活の中で電 具の用途・安全 電機部品（抵抗

・電気部品の図記号について 気の利用に関心 な使用方法を理 器・ダイオード・ 実習・作品

・図記号を使った回路図の を持ち、機器の 解し実践できる トランジスタ等）

作図 しくみを考える のはたきや図記 定期考査

ことができる ・目的に応じて 号を理解できる

７ ・電気の安全な使い方 ・安全や制御の為のしくみ 情報通信ネット

・家庭内の電気のしくみに ・保守点検の必 ワークの利用方

ついて 要性を知り、機 法を工夫してい

・制限器・分電盤のはたらき 器の電気回路部 る

分の構造に関心

９ ・電気回路の設計と ・ダイナモラジオ製作実習 を持ち、点検す ・身近にある情

10 製作 ・電気回路の理解 る項目を考える 報機器に関心を

11 ・はんだづけの実習 ことができる 持ち、活用の仕

方を工夫するこ

12 ・電気エネルギーの ・有効な電気の利用と省エ とができている インターネット

利用 ネルギーについて を利用し、必要

な情報を収集す

１ Ｄ ・コンピュータと情 ・タッチタイピングの方法 ・コンピュータ ・ソフトウェア ることができる

情 報処理 ・インターネットの活用 に関心を持ち、 を利用し、収集

２ 報 ・ネットワークの利用 ・ＬＡＮ･検索方法の説明 基本操作の習得 した情報を処理 ・情報通信ネッ

に ・情報セキュリティ ・情報モラルについて しようとしてい することができ トワークを利用

３ 関 ・情報モラル る る した情報伝達方

す ・インターネッ 法の特徴と利用

る トを利用して情 ・作品の印刷や 方法に関する知

技 報の収集をしよ データの保存が 識を身につけて

術 うとしている できる いる

Ｃ わたしたちの生活と 実 習(製作実習と平行し ・技術が人間の ・成長の変化を ・計画に基づ ・生物の育成に

生 生物育成 て行う) 生活を向上さ とらえ，育成す き，適切な資材 適する条件と，

物 作物の栽培 せ，我が国にお る生物に応じて や用具を用い 育成環境を管理

育 ける産業の継承 適切に対応を工 て，合理的な管 する方法につい

成 と発展に影響を 夫している。 理作業ができ ての知識を身に

に 与えていること る。 付けている

関 に気付き，技術

す が果たしている

る 役割について関

技 心を示してい

術 る。


